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鹿
島
槍
荒
沢
奥
壁
回
想

柳
滑
　
昭
夫

若
い
頃
通
い
つ
め
た
光
沢
臭
席
を
再
び
見
た
か
っ
た
　
目
方

の

ク

ラ

イ

-

ン

ク

を

問

い

直

し

た

か

っ

た

久
し
ぶ
り
に
､
正
月
は
庇
高
給
束
桂
根
に
行
く
こ
と
に
し
た

冬
の
登
拳
を
共
に
し
た
長
年
の
友
人
が
パ
ー
ト
ナ
ー
一
.
し
あ
る

し
か
し
'
井
目
"
の
夜
か
ら
降
り
出
し
た
当
は
正
ま
な
い
　
残
念

な
が
ら
同
行
は
中
正
す
る
を
得
な
い

他
用
町
に
生
ま
れ
台
っ
て
､
川
登
り
に
魅
せ
ら
れ
た
私
の
登

山
は
後
立
回
か
ら
妬
ま
っ
た
　
そ
の
頃
の
私
が
大
き
な
彰
笠
を

受
け
た
の
は
'
東
京
帝
大
の
部
部
｢
釣
果
樹
｣
一
十
あ
る
　
庇
高

給
の
北
鳩
､
岩
沢
英
雄
の
冬
の
初
登
肇
は
､
私
の
=
ま
れ
る
面
､

昭
和
の
ト
年
代
一
丁
あ
る
　
重
た
く
､
毎
朝
な
装
備
や
技
術
一
.
J
'

波
高
､
東
京
高
大
､
東
大
'
中
大
の
ク
ラ
ィ
マ
-
は
'
北
席
で

荒
沢
典
昭
の
初
春
･
I
 
t
翠
を
な
し
と
は
た
　
こ
の
誇
拳
を
超
え
ず
し

て
､
私
の
窪
川
の
峡
間
は
あ
り
え
な
い
と
座
高
や
五
証
の
パ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
の
冬
期
誉
拳
に
夢
中
に
な
っ
た
の
が
､
川

上
年
起
れ
た
昭
和
‥
上
年
代
の
私
の
登
肇
で
あ
る
　
幸
-
い
好
運

に
忠
ま
れ
､
幾
つ
か
の
蒼
肇
を
な
し
と
は
フ
?
｣
と
が
で
き
だ

光
沢
異
型
の
南
接
フ
ラ
ン
ケ
に
目
方
の
ル
ー
ト
を
拓
-
こ
と
も

で
き
た
　
や
が
て
､
昭
和
川
上
年
代
に
入
っ
て
'
大
台
陸
､
中

沢
畠
幕
若
が
私
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
対
象
に
な
る
　
か
つ
て
は
､

全
く
不
可
能
で
あ
っ
た
日
大
な
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
を
含
む
人
品

麿
に
､
最
先
端
の
用
具
を
駆
促
し
て
､
六
本
の
ル
ー
ト
を
拓
き
､

な
お
か
つ
冬
の
初
誇
拳
も
な
す
こ
と
が
で
き
た
･
用
法
畠
暮
若

に
関
し
て
は
誰
に
も
負
け
な
い
と
自
負
し
て
い
る
　
ア
ル
ビ
ニ

ス
ム
が
よ
り
困
規
な
ク
ラ
イ
-
ン
ク
を
課
題
と
す
る
な
ら
へ
　
自

分
の
ク
ラ
イ
-
ン
ク
に
後
悔
は
な
い
　
だ
が
､
今
囲
さ
-
今
や
小

谷
部
さ
ん
の
捻
出
を
本
当
に
超
え
た
だ
ろ
､
つ
か
と
自
問
す
る
と

き
'
悔
し
い
な
が
ら
否
と
言
わ
さ
る
を
出
な
い
　
北
鳩
で
岩
沢

典
塵
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
戦
前
の
タ
ラ
ィ
ミ
ン
ク
は
､
今
も
な

お
治
山
者
に
ア
ル
ビ
ニ
ス
ム
と
は
何
か
を
問
い
絡
げ
て
い
る
気

が
し
て
な
ら
な
い
､

山
高
博
物
館
で
は
'
今
､
そ
の
頃
の
座
高
槍
の
パ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
タ
ラ
ィ
ミ
ン
ク
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る
　
未
知
な
る
困
鮪

に
向
､
つ
･
男
気
は
､
人
間
の
創
造
性
の
根
源
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

嵩
か
さ
に
忠
ま
れ
て
失
い
つ
つ
あ
る
勇
気
を
掘
り
起
こ
し
た
い

(
大
町
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高
博
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専
門
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導
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不
明
で
あ
る
　
盤
備
上
申
の
巌
菅
を
受
け

る
か
否
か
は
'
柵
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
､
つ
で
あ
る

一
お
わ
り
)

一
大
町
中
出
出
物
鮎
咽
記
章
芸
員
､
向
悠
-
世
上
)
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凶
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｣
誹
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大
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守
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九
L
-
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鉦
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)
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(
(
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t
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"
I
(
二
､
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.
(
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(
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〓
ニ
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と
,
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日
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新
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)
　
に
つ
い
て
､
購
類
近
信
､
一
六
九
)

信
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:

.

i

L

侶

々

本

品

-

一

九

ら

:

ク
を
八
方
は
根
で
揺
集
､

一

上

し

)

　

叫

‥

合
川
　
稔
･
長
沢
正
･
,
I
多
一

ブ
ス
地
方
の
親
類
一
日
)

L

　

二

　

八

一

九

-

上

白
神
目
牛
同
校
生
物
中
間
　
(

初
.
こ

i

中

I
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人
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保
∴
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梱
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中
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野

離

服

　

｢

｢

〝

一

.

-

宮
川
減
　
二
九
八
回
)

大
町
両
帝
動
物
日
録
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九

九
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)

然
環
境
緬
｣
五
‥
用
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-
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マ

ナ

と

十

-

シ

ャ

二

十
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ト

キ

ロ
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ト

ー
ル
六
　
二
　
日
本
化
ア
ル

ニ

ー

ー

-

イ

ン

セ

ク

ト

几

六
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｢

八

方
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ロ

ー
ル
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八
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カ
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｢
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史
自
供
綱
､

(

-

I

-

二

=

-

カ
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､
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の
項
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､
〓
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五
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-

-

_
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ヽ
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'
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の
他
の
最
良
と
貝
類
'
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白
鳥
村
の
貴
重
動
植
物
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.
-
八
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移

築

郁
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八

九

一

マ

ッ

ハ

ラ

シ

ラ

ク

モ

ヨ

ト
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を
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野
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小
谷
温
泉
で
採
集
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搬
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通
信
　
二
月
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)
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(
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.
･
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T
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L
.
a
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7
(
二
三
･
L
)
:
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汗
　
本
文
は
大
町
同
庫
博
物
飾
緬
　
L
L
新
･
北
ア
ル
プ

ス
博
物
詰
一
(
信
諜
毎
日
新
聞
打
､
二
〇
〇
二
　
の

溝
渠
時
､
新
た
に
書
き
手
ろ
し
て
い
た
だ
い
た
文
章

で
す
　
(
掘
集
部
)
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〓
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と山

長
野
県
大
町
市
で
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
を
観
察

長
野
県
大
町
古
で
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
の
メ
ス

を
観
察
し
た
の
で
報
告
す
る
∪

こ
の
チ
ョ
ウ
は
多
化
性
　
(
一
年
間
に
成
項
が
何
回

か
発
脅
し
て
卵
か
ら
戊
山
ま
で
の
世
代
が
重
な
り
合

う
)
　
の
種
で
あ
り
'
暖
帯
か
ら
亜
熱
帯
･
熱
帯
ま
で

広
-
分
布
し
､
日
本
は
分
布
の
北
限
に
あ
た
る
　
近

年
長
野
県
向
で
も
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
多
-
の
価
体

が
目
撃
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

清

　

水

　

博

　

文

観
察
時
の
天
候
は
晴
れ
で
､
気
温
は
摂
氏
∴
ハ
度

前
後
で
あ
っ
た
l
｡
こ
の
チ
ョ
ウ
は
川
の
下
流
方
向
よ

り
飛
翔
し
て
き
て
数
秒
護
岸
に
と
ま
っ
た
後
､
上
流

方
向
　
(
北
西
方
角
)
　
に
移
動
し
て
い
っ
た
｡

週
の
損
傷
等
は
見
ら
れ
ず
新
鮮
な
個
体
で
あ
っ
た
､

写
真
搬
彰
後
す
ぐ
追
跡
し
た
が
見
失
っ
た
｡
翌
日
に

同
場
所
付
近
を
探
し
た
が
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
∩
ま
た
､
こ
の
付
近
に
ス
ミ
レ
　
(
在
来
種
お

よ
び
図
芸
品
種
)
　
の
群
生
地
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た

ま
た
､
こ
の
.
年
前
二
〇
〇
〇
年
上
月
上
川
日
に

北
安
賞
郡
松
川
利
板
取
の
住
宅
地
で
も
こ
の
チ
ョ
ウ

個
体
を
観
察
し
て
い
る
の
で
併
せ
て
根
告

ツ
マ
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
届
は
.
局
.
種
の
'
大
型

ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
で
あ
る
)
　
脚
雅
で
斑
紋
の
色

彩
が
輿
な
り
､
メ
ス
は
前
週
の
先
か
ら
的
二
分
の
.

が
紫
色
を
お
び
た
黒
色
で
､
そ
の
中
に
斜
め
の
白
帯

が
あ
る
が
'
オ
ス
は
ほ
か
の
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
の

仲
間
と
似
た
斑
紋
を
し
て
い
る
､

こ
の
チ
ョ
ウ
の
安
曇
地
方
に
お
け
る
記
録
を
見
る

と
､
本
種
は
ー
九
五
〇
年
九
月
十
.
-
日
に
北
安
芸
郁

白
菊
村
飯
川
に
お
い
て
メ
ス
一
個
体
の
採
集
記
録

大
町
直
で
の
目
撃
記
録
が
あ
る
　
(
北
安
宗
吾
…

一
C
へ
~
〓

近
年
で
は
､
-
九
九
五
年
よ
り
南
安
暴
郡
‥
郷
村

で
幼
項
越
冬
も
確
惚
さ
れ
て
い
る
　
(
中
田
･
耶
須

野
一
9
9
.
.
)
)
｡

ま
た
､
標
高
の
高
い
長
野
県
南
安
[
霊
郡
安
霊
神
上

高
地
申
ノ
滴
園
地
の
樟
川
沿
い
な
ど
で
ツ
マ
グ
ロ
ヒ

ョ
ウ
モ
ン
の
メ
ス
や
つ
が
い
が
碓
譜
さ
れ
て
い
る
､

と

新

聞

で

も

糧

道

さ

れ

て

い

る

　

へ

朝

日

新

聞

2
(
)
(
)
1
)

こ
の
チ
ョ
ウ
は
気
候
の
温
暖
化
の
彩
碑
で
:
主
要

な
食
草
と
な
っ
て
い
る
図
芸
品
種
で
あ
る
ス
ミ
レ

へ
と
オ
ラ
)
　
の
花
壇
な
ど
の
植
え
込
み
や
､
野
生
化

(
逸
脱
し
た
個
体
の
帰
化
一
の
増
刷
と
と
も
に
分
布

目

し

　

｡

高

い

‖

人

エ

｣

ツ

マ

グ

ロ

ヒ

ョ

ウ

モ

ン

　

メ

ス

一

個

体

.
一
T
.
&
,
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+
.
I
.
L
)
l
L
S
.
A
_
 
I
I
P
L
i
き
.
I
 
h
J
,
I
(
)
r
l
,
!
!
t
s

(
二
三
a
e
≡
)

観
察
〓
　
二
〇
〇
一
年
十
月
‥
-
上
目
　
上
-
二
時
十
分

こ
ろ

観
窮
地
　
長
野
県
大
町
直
高
根
町
高
瀬
川
河
川
敷

一
左
樟
一

域
を
肱
大
き
章
二
て

い
る
よ
う
で
も
あ

る

大
町
吊
で
越
冬

で
き
る
の
か
は
不

明
で
あ
る
が
､
そ

の
う
ち
に
大
町
吊

で
も
普
通
に
見
る

こ
と
の
で
き
る
チ

ョ
ウ
と
な
る
の
か

も
し
れ
な
い
　
今

後
近
緑
在
来
種
と

の
関
係
な
と
と
と

も
に
動
向
に
自
目

し
た
い
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